
伊勢湾・大阪湾における底層溶存酸素量の類型指定について 資料２－１

• 国が類型指定を行う水域のうち伊勢湾及び大阪湾について、底層溶存酸素量に
係る環境基準の水域類型の指定について検討を行った。

• 魚介類等の生息や藻場等の生育に対する直接的な影響を判断できる指標
• 底層を利用する水生生物の個体群が維持できる場の保全・再生を目的
• 保全対象種及び水域の特徴の観点から類型指定

（基準値）
生物１類型：4.0mg/L以上、生物２類型：3.0mg/L以上、生物３類型：2.0mg/L以上

１．底層溶存酸素量（底層ＤＯ）の概要

• 「現に底層の貧酸素化が著しく進行しているか、進行するおそれがある閉鎖性海域」として、類
型指定の検討を実施

２．伊勢湾・大阪湾の検討

• 平成３０年度～令和３年度：地域検討会
→ 情報整理、保全対象種の選定、類型指定（案）について、有識者や地元関係者等と検討を実施

• 令和４年３月２５日：底層溶存酸素量類型指定専門委員会
→ 類型指定について審議、報告案をとりまとめ

• 令和４年４月２５日～５月２４日：パブリックコメント
→ 報告案について文言等に係る御意見（１件）を踏まえ一部修正

３．経過



• 現状及び必要に応じて過去も含めた水
生生物の生息状況等を踏まえたうえで、
保全・再生すべき水生生物対象種（保
全対象種）の選定を行い、その保全対
象種の生息・再生産の場を保全・再生
する水域の範囲を設定することを基本
とする。

• その際、水域の範囲は、生息段階、再
生産段階の２つの観点から設定し、水
域毎の水生生物の生息状況等に即した
類型指定を行う。

※1

• 水域の特徴の観点において、考慮しな
ければならない事項を整理する。

• 主な事項は、過去の底層溶存酸素量の
状況、底生生物の生息状況、水の交換
が悪いと想定される水域の範囲等が考
えられる。

※2

底層溶存酸素量の類型指定の具体的な手順 概要

• 保全対象種の観点(※1)による類型指定を基本としつつ、一方で水域の特徴の
観点(※2)による地形や過去の底層DOの状況等の考慮事項について総合的に検
討して類型指定を行う。



• 保全対象種は魚類12種、甲殻類６種、軟体動物３
種、軟体類８種、棘皮（きょくひ）動物１種。

• 保全対象種の観点からは、伊勢湾全域はおおむね
生物１類型（４.0mg/L以上）となる。

• 海水交換が悪いと考えられるが、文献により一部
の保全対象種が産卵場や成育場として利用してい
る可能性も考えられる。

※2

• 昭和初期の貧酸素水塊の確認状況や現在の貧酸素
水塊の発生状況から、貧酸素化しやすい
（2.0mg/L未満）特性を持っている。

※3

※1

高潮防波堤を境界に設定

※類型指定の区分として、高

潮防波堤の陸域側の水域の

管理を考慮

松阪～名古屋～常滑は、水深25

～30mの線を基本に境界を設定

※水深25～30m以深は貧酸素水塊

の発生が頻繁に確認される水域

• 湾央部及び名古屋港を除く水域を生物1類型（※1)、名古屋港の高潮防波堤よ
り陸側を生物２類型(※2)、湾央部を生物3類型に指定する(※3)。

類型指定案（伊勢湾）



埋立てや港湾施設による地形により閉鎖
的で海水交換が悪いと推測される水域を
中心とした水深15ｍの線

夏季下層の溶存酸素
量（最小値）が3mg/L
以上（水生生物保全
環境基準の特A類型）
を境に区分した線

夏季下層の溶存酸
素量（最小値）が
3mg/L以上（水生
生物保全環境基準
の生物特A類型）
を境に区分した線

凡 例
■：生物3類型：２mg/L以上
…：水生生物保全環境基準 生物特A類型

• 保全対象種は魚類６種、甲殻類５種、軟体動物３種、
軟体類２種。

• 保全対象種の観点からは、大阪湾全域はおおむね生
物１類型（４.0mg/L以上）となるが、湾奥部は環境
悪化前（昭和３０年代前半）から底層ＤＯが２.0～
３.0mg/L未満となっている地点があり、貧酸素化し
やすい特性を持っているため、生物３類型とする。

※１

• 水深20ｍ以深の湾央部では、底層DOが夏季でも高
く、現に底層の貧酸素化が著しく進行している水域
ではない。

• 水深15～20ｍ及び水生生物保全環境基準の生物特A
類型の水域において底層DOの低下が見られる地点
があるが、今後のモニタリング結果により類型指定
を検討する。

※２

• 湾奥部(水深15m以浅)を生物３類型に指定し（※１）、湾央部や他の水域（水深
15～20ｍ及び水生生物保全環境基準の生物特A類型）は、継続的なモニタリング
の実施により水域の状況を把握しつつ、段階的な類型指定を検討する（※２）。

類型指定案（大阪湾）



• 国が類型指定を行う水域のうち東京湾及び琵琶湖について、令和３年１２月２
８日に底層溶存酸素量に係る環境基準の水域類型の指定について告示改正を行
い、同日に施行した。

【参考】東京湾及び琵琶湖の類型指定

東京湾 琵琶湖

■生物1：4.0mg/L以上
■生物2：3.0mg/L以上
■生物3：2.0mg/L以上

凡 例

湾口部

湾央部(2)

木更津港

湾央部(1)

川崎港
横浜港

湾奥部(1)

湾奥部(2)

東京港

千葉港

凡 例

■生物1：4.0mg/L以上
■生物2：3.0mg/L以上
■生物3：2.0mg/L以上

琵琶湖北湖Ⅱ

琵琶湖北湖Ⅰ

琵琶湖北湖Ⅲ

琵琶湖南湖


